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－血中ナチュラル・キラー細胞活性の亢進－

成果の特徴
• β-グルカン(β-1,3/1,4-グルカン)を高含有するもち性大麦(ダイシモチ)の継続摂
取により、免疫指標の一つである血中ナチュラル・キラー(NK)細胞の細胞障害活
性が上昇することをヒト試験により明らかにしました。

成果の内容
もち性大麦を継続摂取した被験者(大麦群)では、白米を接種した被験者(対照群)
よりNK細胞活性が上昇しました。
対照群と比較して介入前後の変化量が5%水準で有意であったのは、ベースライ
ンのNK細胞活性が中央値以下だった被験者集団(介入前低値群)でした。

想定される用途・連携希望先
β-グルカン由来大麦の機能をさらに解明するため、ヒト試験の被験食として大麦を
提供いただける精麦企業との連携を希望します。

大麦継続摂取の免疫調節機能
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• 大麦群の被験者は、β-グルカン(β-1,3/1,4-グルカン)を1.8g含有する大麦「ダイシモチ」のレト
ルトパック(100g)を一日あたり一食ずつ8週間にわたって摂取

• 介入前後に採血し、NK細胞活性を51Cr遊離法(クロムリリース法)で測定。
• グラフは介入前後のNK細胞活性の変化量を示す。個々のブロットは被験者個人の測定値を表し、

棒線は中央値を表す。
• *はMann–WhitneyのU検定により5%の水準で有意差があることを示す。
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